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　県医師会理事就任から 1 年が経ち OJT 期間もそろそろ終わり、萩・山口間の自家用車運転にも
慣れてきました。
　労働生産性向上を目的とした AI の活用が話題となっており、個人的な利用ということになると、
講演、議事録の文字起こしに AI を使用しています。理事会報告・会報原稿の作成過程で必ず必要
となる文字起こしを以前は事務方に依頼していましたが、本年 1 月 13 日の日医での JMAT 研修会
で同じグループとなった佐賀県医師会のロジ担当職員よりアプリを紹介してもらい、同日早速使用
してみました。結構使えるものでしたので、現在も使用しています。アプリの特徴を列記すると、
iOS 環境の音声検出で Sound Analysis 分類モデルを使用。大規模言語モデルは Gemini1.5Flash を
使用。話者分離は未実装。Chat GPT をバックアップで使用。ハルシネーション予防のため、１段
階でそのまま文字起こしを行い、２段階目で“あー”等の除去、句読点の追加等の整形を行うこと
によって、可読性の高い文字起こしが提供されています。プロンプトインジェクションの予防は記
載されていません。時々ハルシネーションかと思われる部分もありますが、Gemini を大規模言語
モデルとして使用していますので、日本語辞書も充実しており、変換ミスはほとんどなく実用に耐
えるものとなっています。具体的な時間の節約は 2 日かかっていたものが、2 時間程度で終了しま
す。
　広報委員会でも AI と SNS（特にインスタグラム）を活用して効率的で有効な広報活動を模索中
です。

（理事　中村　　丘）　
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謹 弔
次の会員がご逝去なさいました。謹んで哀悼の意を表します。

山　口　康　則　  氏　　徳　山医師会　 4 月 20 日　享　年　　77

重　松　昭　彦　  氏　　宇部市医師会　 4 月 21 日　享　年　　84

萩　原　啓　二　  氏　　宇部市医師会　 4 月 21 日　享　年　　77

小　倉　　　寛　  氏　　宇部市医師会　 5 月 11 日　享　年　　64


